
　中部地域には日本の航空機・部品生産額の約５割が集中する。その中核であ
る愛知県には主要な重工メーカーや協力企業群が集積している。世界的な航空
機市場の拡大を受け、米ボーイング向けの機体製造など民間向けを中心に各社
が増産投資を続ける。一方、三菱航空機（名古屋市港区）が開発する国産小型
旅客機「ＭＲＪ」も 月にはロールアウト（完成披露）にこぎ着けた。航空機
は自動車に続く中部地域の基幹産業としての期待が高まっている。

９月に開催された「エアロマート名古屋」で
自社製品をＰＲする出展者

　愛知県は国際戦略総合特区

「アジア １航空宇宙産業クラ

スター形成特区」に選ばれ、税

制優遇などの支援策は手厚い。

また、国内外の航空ショーなど

への出展支援にも積極的。９月

には航空機産業に特化した専門

商談会「エアロマート」が国内

では初めて名古屋市内で開催さ

れた。従来は国内主体の事業展

開だった中堅・中小企業と、海

外の航空機関連メーカーを結び

つける取り組みも活発化してい

る。

名古屋で専門商談会中小と海外関連メーカー橋渡し

各社、増産投資続く
基
幹
産
業
の
期
待
高
ま
る

航
空
機

Ｍ
Ｒ
Ｊ
以
外
で
も
存
在
感

他産業への技術波及も

７
８
７
の
前
部
胴
体
を
つ
く
る
川
重
名
古

屋
第
一
工
場
で
開
か
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
航
空
会
社
向
け
納
入
式
典

三
菱
航
空
機
が
開
発
す
る
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
」
。

月
に
は
ロ
ー
ル

ア
ウ
ト
に
こ
ぎ
着
け
た

三
菱
重
工
小
牧
南
工
場

　　 ２０１４年 平成２６年 １１月２６日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
Ｍ
Ｒ
Ｊ
以
外
の
分
野
で
も

愛
知
県
の
航
空
機
産
業
は
注

目
を
浴
び
る
。
ま
ず
は
日
本

企
業
が
機
体
の

％
の
開
発

・
製
造
に
参
加
す
る
ボ
ー
イ

ン
グ
の
中
型
旅
客
機
「
７
８

７
」
の
増
産
だ
。

　
７
８
７
は
、
主
翼
を
三
菱

重
工
業
、
前
部
胴
体
な
ど
を

川
崎
重
工
業
、
中
央
翼

胴

体
と
主
翼
の
接
続
部
分

を

富
士
重
工
業
が
担
当
す
る
。

そ
の
組
立
工
場
は
い
ず
れ
も

愛
知
県
内
に
あ
り
、
各
社
の

製
品
は
中
部
国
際
空
港

愛

知
県
常
滑
市

か
ら
米
国
へ

専
用
の
輸
送
機
で
空
輸
さ
れ

て
い
る
。
ボ
ー
イ
ン
グ
は
現

在
月

機
の
生
産
ペ
ー
ス
を

年
に
は
月

機
、

年
に

は
月

機
に
引
き
上
げ
る
計

画
で
、
日
本
勢
各
社
も
設
備

投
資
を
急
ぐ
。

　
川
崎
重
工
業
は
７
８
７
の

前
部
胴
体
を
生
産
す
る
名
古

屋
第
一
工
場

愛
知
県
弥
富

市

を
増
強
す
る
。
現
在
、

約
３
５
０
億
円
を
投
じ
同
工

場
で
三
つ
目
の
生
産
棟
と
な

る
「
東
工
場
」
を
建
設
し
て

お
り
、

年
２
月
に
完
成
す

る
。
三
菱
重
工
業
も
７
８
７

の
増
産
に
対
応
す
る
た
め
、

主
翼
や
そ
の
部
品
を
作
る
大

江
工
場

名
古
屋
市
港
区

と
下
関
造
船
所

山
口
県
下

関
市

を
増
強
す
る
。
大
江

工
場
で
は
炭
素
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
基
材
を
積
層
す
る
機
械
や

自
動
穴
あ
け
機
、
塗
装
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
を
増
設
す
る
方
針

だ
。

　
ま
た
、
大
型
旅
客
機
「
７

７
７
」
の
後
継
機
と
し
て
、

ボ
ー
イ
ン
グ
が

年
の
就
航

を
目
指
す
次
世
代
大
型
機

「
７
７
７
Ｘ
」
で
は
、
日
本

勢
の
開
発
・
製
造
へ
の
参
画

比
率
は
現
行
と
同
様
に

％

に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

三
菱
、
川
崎
、
富
士
の
「
３

重
工
」
の
ほ
か
新
明
和
工
業

と
日
本
飛
行
機
の
計
５
社
が

参
加
す
る
こ
と
で
ボ
ー
イ
ン

グ
と
合
意
し
た
。

　
７
７
７
Ｘ
の
製
造
開
始
は

年
ご
ろ
と
み
ら
れ
る
が
、

各
社
は
す
で
に
７
７
７
Ｘ
向

け
の
設
備
投
資
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
。
川
重
は
名
古

屋
第
一
工
場
に
７
７
７
Ｘ
向

け
の
新
工
場
棟
を
建
設
す
る

方
針
。

　
７
７
７
Ｘ
向
け
の
投
資
は

―

年
度
の
３
年
間
で
計

２
０
０
億
円
以
上
に
な
る
見

通
し
だ
。
富
士
重
工
も
愛
知

県
半
田
市
に
新
工
場
を
建
設

す
る
方
向
だ
。

　
７
８
７
で
構
造
部
材
の
半

分
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
が
使
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
７
７
７
や

７
７
７
Ｘ
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
金
属
類

が
主
体
。
こ
の
た
め
７
７
７

Ｘ
の
生
産
は
、
金
属
加
工
や

板
金
加
工
な
ど
を
得
意
と
す

る
中
堅
・
中
小
企
業
に
も
波

及
効
果
が
大
き
い
と
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
中
部
の
航
空

機
産
業
は
活
況
が
続
き
そ
う

だ
。

　

月

日
、
愛
知
県
豊
山

町
の
三
菱
重
工
業
小
牧
南
工

場
。
か
つ
て
初
の
国
産
旅
客

機
「
Ｙ
Ｓ
―

」
を
製
造
し

た
同
工
場
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
ロ

ー
ル
ア
ウ
ト
式
典
が
開
か
れ

た
。
和
太
鼓
の
演
奏
と
と
も

に
格
納
庫
の
扉
が
開
く
と
、

赤
・
黒
・
金
の
ラ
イ
ン
を
あ

し
ら
っ
た
機
体
が
従
業
員
に

先
導
さ
れ
、
格
納
庫
に
滑
り

込
ん
だ
。
「
美
し
い
機
体

だ
」
。
三
菱
重
工
業
の
大
宮

英
明
会
長
や
三
菱
航
空
機
の

川
井
昭
陽
社
長
ら
幹
部
は
口

を
そ
ろ
え
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
航
空
会

社
や
政
財
界
の
関
係
者
ら
か

ら
も
、
祝
福
す
る
声
が
相
次

い
だ
。
ロ
ー
ン
チ
カ
ス
タ
マ

ー

開
発
の
後
ろ
盾
と
な
る

顧
客

で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
伊
東
信
一

郎
社
長
は
「
国
産
旅
客
機
を

当
社
が
世
界
で
最
初
に
運
航

で
き
る
の
は
名
誉
な
こ
と
。

２
０
１
７
年
の
初
号
機
受
領

が
待
ち
遠
し
い
」
と
述
べ

た
。
５
０
０
人
以
上
が
参
加

し
た
式
典
の
会
場
は
祝
賀
ム

ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

　
日
本
の
航
空
機
産
業
は
１

９
６
４
年
に
型
式
証
明
を
取

得
し
た
Ｙ
Ｓ
―

以
来
、
約

年
間
に
わ
た
り
旅
客
機
開

発
か
ら
手
を
引
き
、
民
間
分

野
で
は
海
外
メ
ー
カ
ー
の
下

請
け
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
部
品
や
装

備
品
と
い
っ
た
関
連
産
業
の

拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
他
産

業
へ
の
技
術
波
及
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
現
時
点
で
日
本
、
米
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
計
６
社
か
ら

４
０
７
機
を
受
注
。
新
型
エ

ン
ジ
ン
を
採
用
し
、
競
合
メ

ー
カ
ー
の
従
来
機
と
比
べ
燃

費
が

％
良
い
点
な
ど
が
市

場
か
ら
高
い
支
持
を
受
け
て

い
る
。
三
菱
航
空
機
は
、
今

後

年
間
で
５
０
０
０
機
あ

る
と
さ
れ
る
同
型
機
の
新
規

需
要
の
う
ち
「
シ
ェ
ア
５
割

を
目
指
す
」

川
井
社
長

と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
開
発
の
ブ
ラ
ン
ク

は
大
き
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
遅
れ
気
味
。
Ｙ
Ｓ
―

開

発
時
の
技
術
者
は
去
り
、
設

計
・
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
は
消
え

か
け
て
い
た
た
め
だ
。
三
菱

航
空
機
は
設
計
変
更
や
型
式

証
明
の
手
続
き
な
ど
に
手
間

取
り
、
既
に
累
計
３
年
半
の

遅
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
現
在

は

年
４
―
６
月
の
初
飛

行
、

年
４
―
６
月
の
初
号

機
納
入
を
計
画
す
る
。

　
今
後
も
飛
翔
に
向
け
た

課
題
は
山
積
み
。
機
体
開
発

で
は
、
飛
行
試
験
に
入
っ
た

後
に
も
試
験
結
果
を
受
け
た

細
か
な
設
計
の
や
り
直
し
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
量

産
体
制
の
構
築
で
は
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
航
空
会
社
へ
の

補
修
部
品
の
納
入
体
制
な
ど

の
構
築
も
こ
れ
か
ら
だ
。
川

井
三
菱
航
空
機
社
長
は
、

「
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
は
通
過
点

で
し
か
な
い
」
と
気
を
引
き

締
め
る
。


